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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 － i － ＪＴ－Ｉ４３２．３ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、１９９９年２月の国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３全体会合に

おいて承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４３２．３に準拠したものである。 

 

２．本標準の適用 

 本標準は、国際広帯域ＩＳＤＮ網の 1544kbit/s 一次群速度インタフェースを利用する直接加入者、国内

広帯域ＩＳＤＮ網の一次群速度インタフェース加入者及び、国内広帯域ＩＳＤＮ網の一次群速度インタフ

ェース加入者が国際接続をする場合において適用される。 

 第７章は、国際広帯域ＩＳＤＮ網の 2048kbit/s 一次群速度インタフェースを利用する直接加入者線のみ

に適用される。 

 

３．上記国際勧告等に追加する項目等 

  特になし。 

 

４．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９７年４月２３日 制  定 

第２版 ２０００年４月２０日 対応する国際勧告の改版に伴う修正 

 

５．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

６．その他 

  (1)  以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

  (a)  ＯＡＭ特有機能における保守状態表（6.2.5 節） 

  (b)  ２０４８ｋｂｉｔ／ｓインタフェースにおいて、ＡＴＭクロスコネクト機能を含む、より一般

的な場合に対するＯＡＭ機能（7.2.5 節） 

  (2)  参照している標準・勧告等 

ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｉ４３１、ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ、ＪＴ－Ｉ４３２．１、 

        ＪＴ－Ｉ４３２．２、ＪＴ－Ｇ７０４、ＪＴ－Ｇ７０６ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｉ．４３２．３、Ｇ．８０４、Ｍ．３６０４ 
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－ 1 － ＪＴ－Ｉ４３２．３

１．適用範囲

　本標準は、既存の一次群速度ＩＳＤＮシステムを利用してＡＴＭセルを転送するための物理レイヤ仕様

を規定している。広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）の 1544kbit/s および 2048kbit/s

インタフェースにおけるＴＢおよびＳＢ参照点も含まれる。

　機能的には、物理媒体（ＰＭＤ）サブレイヤおよび伝送コンバージェンス（ＴＣ）サブレイヤの２点に

分類される。

２．背景

　本標準はＪＴ－Ｉ４３２シリーズの一部として、1544kbit/s および 2048kbit/s で運用する伝送システ

ムの特有な特性を規定している。ＵＮＩにおける全ての広帯域ＩＳＤＮ伝送システムに関連する一般的特

性を規定している、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１とともに用いられるべきである。

　これらの物理レイヤ特性は、既存の伝送設備および構内布線を利用する場合に適用される。

　本分冊以外のビットレートについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２シリーズの他分冊を参照のこと。

３．参照

　本標準において文中で参照している以下のＩＴＵ－Ｔ勧告、ＴＴＣ標準とその他の参照文献は、本標準

の規定を構成する内容を含んでいる。本標準出版の時点では、以下に示した版が有効である。全てのＴＴ

Ｃ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参照文献は改版される可能性があるため、本標準の読者に対して、そ

れらの最新版が本標準に適用できるかどうか調査する事を推奨する。現時点で有効な版についての一覧表

は、ＴＴＣ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告については定期的に出版されている。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１（１９９６）

広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭレイヤ仕様

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１（１９９７）

ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェース　レイヤ１仕様

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ（１９９７）

ＩＳＤＮ一次群速度（２Ｍｂｉｔ／ｓ）ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１（２０００）

広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース物理レイヤ仕様－一般的特性－

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．２（２０００）

広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース 155520kbit/sおよび 622080kbit/s物理レイヤ仕様

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４（１９８９）

１次群及び２次群ディジタルハイアラーキインタフェースにおける同期フレーム構成

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０６（１９８９）

フレーム同期とＣＲＣ手順

　ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｉ４３２．３（１９９８）

B-ISDN USER-NETWORK INTERFACE-PHYSICAL LAYER SPECIFICATION

1544kbip/s AND 2048kbit/s OPERATION

　ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｇ．８０４（１９９３）

ATM cell mapping into Plesiochronous Digital Hierarchy(PDH)

　ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｍ．３６０４（１９９２）

Application of maintenance principles to ISDN primary rate access
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４．定義と略語

4.1　定義

　特になし。

4.2　略語

　本標準は、以下の略語を使用する。

Asynchronous Transfer Mode(ATM) 非同期転送モード

Broadband Network Termination 1(B-NT1) 広帯域網終端装置１

Broadband Network Termination 2(B-NT2) 広帯域網終端装置２

Broadband Exchange Termination (B-ET) 広帯域回線接続

Broadband Terminal Equipment(B-TE) 広帯域端末装置

Cyclic Redundancy Check(CRC) 巡回冗長検査

Loss of Cell Delineation(LCD) セル同期喪失

Loss of Frame(LOF) フレーム同期喪失

Loss of Signal(LOS) 信号喪失

Operation And Maintenance(OAM) 運用保守

Out of Cell Delineation(OCD) セル同期はずれ

Physical Medium Dependent(PMD) 物理媒体依存

Remote Alarm Indication(RAI) 遠隔警報表示

Transmission Convergence(TC) 伝送コンバージェンス

User-Network Interface(UNI) ユーザ・網インタフェース

５．参照構成

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

６．ＡＴＭ1544kbit/s インタフェース

　本章では、ユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）において、1544kbit/s でＡＴＭセルを転送するための

物理レイヤ特性を規定している。ＴＢおよびＳＢ参照点における一般的な物理レイヤ特性ついては、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｉ４３２．１に規定されている。

6.1　物理媒体（ＰＭＤ）サブレイヤの特性

　ＰＭＤの特性は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１に規定されている。

6.2　伝送コンバージェンス（ＴＣ）サブレイヤにおける機能

6.2.1　ビットレート

　ＴＢおよびＳＢ参照点におけるインタフェースのビットレートは 1544kbit/s である。

6.2.2　転送能力

　ＡＴＭセル（ユーザ情報セル、シグナリング用セル、ＯＡＭセル、および速度調整用セル）の転送能力

は、物理レイヤのオーバーヘッドを除いて、1536kbit/s である。

6.2.3　伝達特有ＴＣ機能

　フレームフォーマットは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１に定義されている。
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6.2.4　ＡＴＭ特有ＴＣ機能

6.2.4.1　ＡＴＭセルフォーマット

ＡＴＭセルフォーマットは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に規定されている。

6.2.4.2　ＡＴＭセルマッピング

　ＡＴＭセルは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０４に準拠してフレーム構成の中へ直接マッピングされる。セル

はフレーム構造の中にオクテット位置を合わせて並べられる。

　　　　　　　　　　　　　F ﾋﾞｯﾄ　　　24 ｵｸﾃｯﾄ ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ　　　193 ﾋﾞｯﾄ 8kHz ﾌﾚｰﾑ

　　　　　　　　　　　　　　　53 ｵｸﾃｯﾄ ATM ｾﾙ

図６－１／ＪＴ－Ｉ４３２．３　1544kbit/s フレーム構成へのＡＴＭセルマッピング

　　　　　　　(ITU-T I.432.3)

6.2.4.3　ヘッダ誤り制御

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

6.2.4.4　セル同期

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

6.2.4.5　スクランブラ動作

　本インタフェースでは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１に規定されている自己同期スクランブラは使用

しない。

6.2.4.6　空きセル

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

6.2.5　ＯＡＭ特有機能

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．２の８．１節で規定されているＯＡＭ運用機能は、以下の例外を除いてＴ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の１０．３節で規定されている信号が適用される。

　・セクションとパスの区別はない。

　・ＲＤＩ機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４に準拠したＲＡＩ信号が使用される。

　・性能モニタリング機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０６に準拠したＣＲＣ－６手順が使用される。

　付加保守機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１で規定されている。
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　保守状態表については、今後の検討課題である。

6.3　給電

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１を参照のこと。

７．ＡＴＭ2048kbit/s インタフェース

　本章では、ユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）において、2048kbit/s でＡＴＭセルを転送するための

物理レイヤ特性を規定している。ＴＢおよびＳＢ参照点における一般的な物理レイヤ特性ついては、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｉ４３２．１に規定されている。

7.1　物理媒体（ＰＭＤ）サブレイヤの特性

　ＰＭＤの特性は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに規定されている。

7.2　伝送コンバージェンス（ＴＣ）サブレイヤにおける機能

7.2.1　ビットレート

　ＴＢおよびＳＢ参照点におけるインタフェースのビットレートは 2048kbit/s である。

7.2.2　転送能力

　ＡＴＭセル（ユーザ情報セル、シグナリング用セル、ＯＡＭセル、および速度調整用セル）の転送能力

は、物理レイヤのオーバーヘッドを除いて、1920kbit/s である。

7.2.3　伝達特有ＴＣ機能

　フレームフォーマットは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに定義されている。

7.2.4　ＡＴＭ特有ＴＣ機能

7.2.4.1　ＡＴＭセルフォーマット

　ＡＴＭセルフォーマットは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１に規定されている。

7.2.4.2　ＡＴＭセルマッピング

　ＡＴＭセルは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０４に準拠してフレーム構成の中へ直接マッピングされる。セル

はフレーム構造の中にオクテット位置を合わせて並べられる。タイムスロット０（ＴＳ０）はＯＡＭ機能

に使用され、ＴＳ１６は本インタフェースでは使用しない。ＴＳ１からＴＳ１５およびＴＳ１７からＴＳ

３１がＡＴＭセル転送用に使用される。（３０オクテット／１２５μｓ）
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２５６ビット／１２５μｓ

1......8 9................................128 129..136 137..............................256

ＴＳ０ 　　　 ｜ヘッダ｜ ＴＳ１６

ＴＳ０ ＴＳ１６

ＴＳ０ ｜ヘッダ｜ ＴＳ１６

ＴＳ０ ＴＳ１６ ｜ヘッダ｜

ＴＳ０ ＴＳ１６

図７－１／ＪＴ－Ｉ４３２．３　ＡＴＭセルマッピング

　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T I.432.3)

7.2.4.3　ヘッダ誤り制御

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

7.2.4.4　セル同期

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

インタフェース速度 2048kbit/s の場合、セル同期はずれ（ＯＣＤ）からセル同期喪失（ＬＣＤ）へ状態

が変化するまでの時間として定義されるＯＣＤの異常持続時間は、５０ミリ秒とすべきである。

セル同期過程になり、同期状態が持続すると、ＬＣＤ欠陥は出来るだけ早く終了する。

図７－２／ＪＴ－Ｉ４３２．３

(ITU-T I.432.3)

セル同期事象に対する保守状態（maintenance state）遷移ダイヤグラム

注１　セル同期過程において、α回の連続する不正なＨＥＣのため状態遷移（ケースＡ）によって引き起

こされる。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１の図７－３を参照のこと。）

注２　セル同期過程において、δ回の連続する正常なＨＥＣのため状態遷移（ケースＢ）によって引き起

こされる。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１の図７－３を参照のこと。）

注３　ＯＣＤ異常保守状態が、５０ミリ秒連続する事によって引き起こされる。

注４　セル同期の同期状態になり、その状態が持続する事により出来るだけ早く引き起こされる。

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１の図７－３を参照のこと。）

動作

状態

ＯＣＤ

異常

ＬＣＤ

 欠陥

注１

注２

注３

注４
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注

　　　ケースＡ・同期からハンチングに状態が変化。

　　　ケースＢ・前同期から同期に状態が変化。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１の図７－３を参照のこと。

7.2.4.5　スクランブラ動作

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１に規定された、Ｘ４３＋１自己同期スクランブラ機能がＡＴＭセル用に使

用される。

7.2.4.6　空きセル

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照のこと。

7.2.5　ＯＡＭ特有機能

　この節は、Ｂ－ＮＴ２／Ｂ－ＴＥとＢ－ＥＴ間を伝送パスで接続する広帯域アクセスに適用する。ＡＴ

Ｍクロスコネクト機能を含むより一般的な例は、今後の検討課題である。

7.2.5.1　ＯＡＭ運用上の機能

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．２の８．１節で規定されているＯＡＭ運用機能は、以下の例外を除いてＴ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の１０．３節で規定されている信号が適用される。

　・セクションとパスの区別はない。

　・ＲＤＩ機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４に準拠したＲＡＩ信号が使用される。

　・性能モニタリング機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０６に準拠したＴＳ０を用いたＣＲＣ－４手順が使

用される。

　障害状態の範囲について、図７－３に示す。

　　　　　　　　　　　　　　ＦＣ２　　　　　　　　　　　　　　ＦＣ３

　　　　　　　　　　　　　　ＦＣ４　　　　　　　　　　　　　　ＦＣ１

障害状態 定　　　義

ＦＣ４ インタフェースの上り方向の障害

ＦＣ２ インタフェースの下り方向の障害

ＦＣ３ アクセスディジタルセクションの下り方向の障害

ＦＣ１ アクセスディジタルセクションの上り方向の障害

図７－３／ＪＴ－Ｉ４３２．３　障害状態の範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.432.3)

Ｂ-ＮＴ２/Ｂ-ＴＥ Ｂ-ＮＴ１ Ｂ-ＥＴ
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7.2.5.2　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１状態

Ｆ０状態　：　ユーザ側における電源オフ

　－　一般にＴＥは、信号の送受信ができない。

Ｆ１状態　：　運用状態

　－　網タイミングとレイヤ１サービスが利用できる。

　－　ユーザ側は、ＣＲＣビットと一時的なＣＲＣエラー情報を含む動作フレームを送信かつ受信する。

　　　ＣＲＣエラー情報の解析は、網におけるオプションに依存する。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４参

照）

　－　ユーザ側は受信したフレームとＣＲＣビットをチェックし、ＣＲＣエラーが検出された場合は、Ｃ

ＲＣエラー情報を含む動作フレームを網側に送信する。

Ｆ２状態　：　障害状態１

　－　この障害状態は、ＦＣ１障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側において利用できる。

　－　ユーザ側は、ＣＲＣビットと一時的なＣＲＣエラー情報を含む動作フレームを受信する。

　　　ＣＲＣエラー情報の解析は、網におけるオプションに依存する。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４参

照）

　－　ユーザ側は、ＲＡＩを含むフレームを受信する。

　－　ユーザ側は、ＣＲＣビットを含む動作フレームを送信する。

　－　ユーザ側は受信したフレームとＣＲＣビットをチェックし、ＣＲＣエラーが検出された場合は、Ｃ

ＲＣエラー情報を含む動作フレームを網側に送信する。

Ｆ３状態　：　障害状態２

　－　この障害状態は、ＦＣ２障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

　－　ユーザ側は、ＬＯＳまたはＬＯＦを検出する。

　－　ユーザ側は、ＣＲＣビットおよびＲＡＩを含む動作フレームを網側に送信する。

Ｆ４状態　：　障害状態３

　－　この障害状態は、ＦＣ３障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

　－　ユーザ側は、ＡＩＳを検出する。

　－　ユーザ側は、ＣＲＣビットおよびＲＡＩを含む動作フレームを網側に送信する。

Ｆ５状態　：　障害状態４

　－　この障害状態は、ＦＣ４障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側において利用できる。

　－　ユーザ側は、連続的なＣＲＣエラー情報（オプション）を含む動作フレームを受信する。

　　　（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４付属資料Ａのオプション２および３においてのみ適用される。連続

したＣＲＣエラーは、網側のＬＯＳまたはＬＯＦに相当する。）

　－　受信したフレームは、ＲＡＩを含む。

　－　ユーザ側は、ＣＲＣビットを含む動作フレームを網側に送信する。
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　－　ユーザ側は、受信フレームとＣＲＣビットをチェックし、ＣＲＣエラーが検出された場合は、ＣＲ

Ｃエラー情報を含む動作フレームを網側に送信する。

Ｆ６状態　：　電源オン状態

　－　これは過渡状態であり、ユーザ側は信号の受信を検出した後、その状態を変化させてもよい。
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単一障害状態

　　　　　　　　　　　　状態変化なし

　　　　　　　　　　　　存在しない状態

　　　　　　　　　　　　プリミティブｘを発出する
　　　　　　　　　　　　マネージメントプリミティブｙを発出する
　　　　　　　　　　　　状態Ｆｚに移る

ＰＨ－ＡＩ　　　　　　ＰＨ－起動表示
ＰＨ－ＤＩ　　　　　　ＰＨ－停止表示
ＭＰＨ－ＥＩ　ｎ　　　ＭＰＨ－エラー表示：パラメータｎ付（ｎ＝１～４）

注１：これらのイベントは異なった網オプションを含む。2 048kbit/s システム（ディジタル伝送リンクに
おけるＣＲＣ処理を含む）の網オプション２および３（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４参照）では、
ユーザ側装置がＲＡＩにより示された以下のいずれかの障害箇所を特定するためのＣＲＣエラー情
報を提供する。

　（ｉ）網側（ＦＣ１）：連続的ＣＲＣエラー報告を伴わないフレームを受信した場合
　（ii）ユーザ側（ＦＣ４）：連続的ＣＲＣエラー報告を伴うフレームを受信した場合

　2 048kbit/s システムの網オプション２および３以外を適用する場合、障害ＦＣ１およびＦＣ４は
参照点において同一である。つまり、“連続的ＣＲＣエラー報告を含むＲＡＩ”信号は発生しない。

注２：これらの状態は２つのユーザオプションを含んでいる。
　　（ｉ）Ｆ２とＦ５を区別するためのオプション（2 048kbit/s インタフェースのオプション２および３

のみ）を採用するＴＥが使用される場合で、網がその２つのオプションを区別しない場合、（注３
参照）

　　　“連続的ＣＲＣエラー報告を含むＲＡＩ信号”は発生しないし、ＴＥはＲＡＩ受信時すると必ず状
態Ｆ２に移る。

　　（ii）ＲＡＩとともに発生するＣＲＣエラー情報を処理しないユーザーオプションは、状態Ｆ２とＦ
５を区別しない。

注３：ＣＲＣエラー情報の解析は、網において使用されるオプションに依存する。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．
３６０４参照）

－

／

ＰＨ－ｘ
ＭＰＨ－ｙ
Ｆｚ
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7.2.5.3　インタフェースの網側におけるレイヤ１状態

Ｇ０状態　：　網側における電源オフ

　　　一般にＢ－ＮＴ１は、いかなる信号も送受信できない。

Ｇ１状態　：　運用状態

　－　網タイミングとレイヤ１サービスが利用できる。

　－　網側は、ＣＲＣビットと一時的なＣＲＣエラー情報を含む動作フレームを送信かつ受信する。

　－　網側は、受信フレームとＣＲＣビットをチェックし、ＣＲＣエラーが検出された場合はＣＲＣエラ

ー情報をユーザ側に送信する。

Ｇ２状態　：　障害状態１

　－　この障害状態は、ＦＣ１障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側へ供給される。

　－　網側は、ＣＲＣビットを含む動作フレームを受信する。

　－　網側は、ＣＲＣビットとＲＡＩを含む動作フレームをユーザ側へ送信する。動作フレームは、ＣＲ

Ｃエラー情報を含む。ＣＲＣエラー情報の解析は、網において使用されるオプションに依存する。

　　　（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４参照）

Ｇ３状態　：　障害状態２

　－　この障害状態は、ＦＣ２障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側へ供給されない。

　－　網側は、ＣＲＣビットを含む動作フレームをユーザ側に送信する。

　－　網側は、ＣＲＣビットおよびＲＡＩを含む動作フレームを受信する。

Ｇ４状態　：　障害状態３

　－　この障害状態は、ＦＣ３障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側へ供給されない。

　－　網側は、ＡＩＳを送信する。

　－　網側は、ＣＲＣビットおよびＲＡＩを含む動作フレームを受信する。

Ｇ５状態　：　障害状態４

　－　この障害状態は、ＦＣ４障害状態に相当する。

　－　網タイミングは、ユーザ側へ供給される。

　－　網側は、ＬＯＳまたはＬＯＦを検出する。

　－　網側は、連続的ＣＲＣエラー情報とＲＡＩを含む動作フレームを、ユーザ側へ送信する。

　　　（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４付属資料Ａのオプション２および３においてのみ適用される。）

Ｇ６状態　：　電源オン状態

　－　これは過渡状態であり、網側は信号の受信を検出した後、その状態を変化させてもよい。
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単一障害状態

　　　　　　　　　　　　状態変化なし

　　　　　　　　　　　　存在しない状態

　　　　　　　　　　　　プリミティブｘを発出する
　　　　　　　　　　　　マネージメントプリミティブｙを発出する
　　　　　　　　　　　　状態Ｇｚに移る

二重障害状態

　　　　　　　　　　　　第２の障害が支配的で、第２の障害が発生した時行うべき動作
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　第２の障害が支配的で、状態がすでにＧｚに変化したため、インタフェース
　　　　　　　　　　　　における第１の障害の消滅は明らかではない

　　　　　　　　　　　　第１の障害が支配的で、第２の障害が発生した時状態は変化しないが、可能
　　　　　　　　　　　　ならば、マネージメントに対してエラー表示を与える

　　　　　　　　　　　　第１の（支配的な）障害が消滅する時行うべき動作

ＰＨ－ＡＩ　　　　　　ＰＨ－起動表示
ＰＨ－ＤＩ　　　　　　ＰＨ－停止表示
ＭＰＨ－ＥＩ　ｎ　　　ＭＰＨ－エラー表示：パラメータｎ付（ｎ＝１～４）

注１：ディジタルリンクにおけるＣＲＣ処理が無い場合、Ｇ５の状態はＧ２の状態と同一である。
注２：2 048kbit/s システムのオプション２および３（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｍ．３６０４参照）において、ＲＡ

Ｉ信号はユーザがＦＣ１およびＦＣ４の障害箇所を特定するために、ＴＥ，ＮＴ間のＣＲＣエラー
情報を含まなければならない。オプション１において障害ＦＣ１およびＦＣ４はインタフェース点
において同一である。

注３：このプリミティブの発出は、ディジタル伝送システムの能力および網で使用されるオプションに依
存する。

7.3　給電

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ｂを参照のこと。

－

／

ＰＨ－ｘ
ＭＰＨ－ｙ
Ｇｚ

ＭＰＨ－ｙ
Ｇｚ

Ｘ

ＭＰＨ－ｙ

Ｇｚ
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委員 野上　和男 （株）東芝

委員 森住　哲也 東洋通信機（株）

委員 寺内  進 日本アイ・ビー・エム（株）

委員 中島  英規 日本ルーセント・テクノロジー（株）

委員 永野　宏 日本電気（株）

特別専門委員 赤田  正雄 SWG4リーダ・日本電気（株）

委員 小熊  弘 日本無線（株）

委員 中島  己範 日本ユニシス（株）
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委員 鈴木  弘喜 松下通信工業（株）

委員 川口　さち子 松下電器産業（株）
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　　ＪＴ－Ｉ４３２．３　検討グループ　（ＳＷＧ２）

リーダ*1 石井  比呂志 日本電信電話（株）

特別専門委員 鎌田  康治 ＫＤＤ（株）

委員 松本  尚 アンリツ（株）

特別専門委員 田中  隆香行 沖電気工業（株）

委員 塚本  隆博 キヤノン（株）

特別専門委員 鈴木　享 （株）大興電機製作所

特別専門委員 池田  克彦 （株）東芝

特別専門委員 深野  真輝 日本電気（株）

特別専門委員 藤田  利彦 （株）日立製作所

特別専門委員 森脇  紀彦 （株）日立製作所

特別専門委員 滝澤  雄二 富士通（株）

特別専門委員 小泉  直子 三菱電機（株）

委員 藤井  孝則 （株）リコー

　　　　　　　　　　＊１：特別専門委員


	　　



